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活動後増強と収縮加重の関係
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【本演題に関して, 利益相反に関する申告すべきものはなし. 】
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単一刺激A
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二回連続刺激

1回目の刺激＜ 2回目の刺激
(推定量)

増加効果

加重される張力の大きさは単一刺激のものと同等ではない.

◆生理的な意味やその指標の有用性は不明な点が多い.

２倍以上

活動後増強と収縮加重の比較

例：
MVC

(活動後増強)

最大筋力発揮後に単収縮張力が増加.

筋線維タイプ組成
トレーニング効果
加齢による筋力発揮能力の低下

目的：

活動後増強による単収縮張力増加量と
収縮加重の大きさとの関係を明らかにする.

筋機能評価の指標.

実験方法：

◆足関節底屈筋群(10名), 足関節背屈筋群(12名)
◆最大随意収縮(MVC)の前後に1, 2, 3回のパルス状の電気刺激を

ランダムに与え, 等尺性足関節底屈および背屈張力を測定した.

MVC

Single
Double

Triple

Before MVC After MVC

◆足関節底屈筋群のみ2回連続刺激を1, 2, 4, 10, 50, 100msの刺激
間隔で与えた. 3回連続刺激は10msの刺激間隔のみとした.

◆足関節背屈群は全て10msの刺激間隔のみとした.

分析項目：

●2回連続刺激で発揮された張力と単収縮張力(Pt)の差分(C2)

●3回連続刺激で発揮された張力と2回連続刺激の差分(C3)

【収縮加重の大きさ】

加重の大きさ

単一刺激 二回連続刺激

●最大筋力発揮前のPtとC2, 
または C3との比を算出
(C2/Pt, C3/Pt)

【活動後増強の大きさ】

増強効果

MVC

(活動後増強: PAP)

●最大筋力発揮前後の
単収縮張力の比を算出
(Post/Pre)

結果：

P < 0.05
P < 0.05

足関節底屈筋群(n=10)
2回連続刺激(10ms)

足関節背屈筋群(n=12)
2回連続刺激(10ms)

収縮加重の大きさと活動後増強の大きさには, 
被検者間で有意な正の相関関係が認められた.



2018/8/30

2

相関係数(r) Magnitude
of PAP Pt/MVC

Magnitude of 
PAP ‐0.666*

C2/Pt (1ms) 0.125 ‐0.444

C2/Pt (2ms) 0.632* ‐0.614

C2/Pt (4ms) 0.913† ‐0.629

C2/Pt (10ms) 0.848† ‐0.539

C2/Pt (50ms) 0.762* ‐0.524

C2/Pt (100ms) 0.697* ‐0.608

C3/Pt (10ms) 0.547 ‐0.340

相関係数(r)
Magnitude
of PAP

Pt/MVC

Magnitude of 
PAP

‐0.602*

C2/Pt (10ms) 0.901† ‐0.598*

C3/Pt (10ms) 0.878† ‐0.723*

底屈筋群(n=10) 背屈筋群(n=12)

2～100msの刺激間隔による収縮加重の

大きさと活動後増強の大きさには有意な
関係.

単収縮張力（Pt）とMVCとの比（Pt/MVC）は
速筋線維の割合が高い筋ほど小さくなる

Pt/MVCと収縮加重の大きさとの関係は有
意傾向

まとめ①：

足関節底屈筋群および背屈筋群において, 活動後増強

と収縮加重の大きさとの間には有意な正の相関関係が
認められた.

☆活動後増強や収縮加重の大きさは, 筋線維タイプに
影響される(FT＞ST)

(Parmiggiani and Stein, 1981, Hamada et al. 2000)

☆速筋線維の割合の程度を示す指標(Pt/MVC)と活動

後増強および収縮加重の大きさとの間に有意な関係
が認められた.

まとめ②：

◆ 活動後増強と収縮加重の大きさに影響を与える
筋特性は独立したものでは無い.

◆ 活動後増強によって評価される筋収縮特性は、
収縮加重の大きさによっても評価できるかもしれ
ない.

◆ 活動後増強と収縮加重の併用は電気刺激によ
る筋機能評価の有用性を向上させると提案する.


